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同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
於
い
て
お
元
気
に
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

去
る
十
月
二
日
、
三
田
商
店
に

お
邪
魔
し
て
、
三
田
義
之
理
事
長

よ
り
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
先
の
常
任
理
事
会

に
お
い
て
、
理
事
長
に
名
誉
会
長

ご
就
任
の
要
請
の
案
が
提
出
さ

れ
、
ご
了
承
を
戴
く
為
に
参
上
し

ま
し
た
。
理
事
長
よ
り
、
校
長
先

生
の
立
場
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
と
お
尋
ね
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

は
ご
来
賓
と
し
て
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
と
、
お

答
え
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、

校
長
先
生
の
立
場
も
考
慮
し
て
も

ら
え
な
い
も
の
か
と
の
お
尋
ね
で

し
た
。
早
速
常
任
理
事
会
に
持
ち

帰
り
、
石
桜
同
窓
会
名
誉
会
長

三
田
義
之
氏
、石
桜
同
窓
会
名
誉

顧
問

岩
手
中
・
高
等
学
校
校
長

菊
地
治
雄
氏
に
ご
就
任
い
た
だ
く

こ
と
に
決
定
、
総
会
に
お
い
て
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
母
校
と
同
窓
会
の
一

体
感
が
一
層
堅
固
な
も
の
に
な
る

も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま

す
。十

月
二
十
四
日
開
催
の
石
桜
同

窓
会
総
会
並
び
に
懇
親
パ
ー
テ
ィ

ー
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
仙
台

同
窓
会
会
長
　
小
林
陵
二
氏
（
新

三
回
生
）
の
ご
来
演
、
東
京
石
桜

同
窓
会
会
長
　
菅
野
幸
氏
（
新
十

三
回
生
）
同
副
会
長
　
松
村
仁
志

氏
（
新
五
十
一
回
生
）
に
も
新
任

の
ご
挨
拶
も
兼
ね
て
の
ご
来
演
、

ま
た
会
員
多
数
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

三
田
名
誉
会
長
と
の
懇
談
の

際
、
各
界
各
層
で
活
躍
の
同
窓
先

輩
の
方
々
に
、
母
校
で
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
後
輩
生
徒
諸

君
が
先
輩
に
接
し
て
、
豊
富
な
経

験
や
、
識
見
な
り
人
生
の
歩
み
等

の
お
話
を
聴
く
こ
と
で
共
鳴
が
得

ら
れ
、
生
き
た
貴
重
な
指
導
と
な

る
と
話
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
幾
度
か
母
校
の
生

徒
に
対
し
て
、
同
窓
先
輩
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年

は
、
開
催
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
り
、
小
生
も
再
開
を
切
望
し
て

お
り
ま
す
。

常
日
頃
、
同
窓
生
斉
し
く
願
う

こ
と
は
、
母
校
の
躍
進
と
、
優
秀

な
人
材
が
世
に
出
て
活
躍
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
の

度
の
囲
碁
・
将
棋
部
の
目
覚
し
い

活
躍
は
、
母
校
の
名
を
天
下
に
轟

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

八
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校

将
棋
選
手
権
大
会
に
お
い
て
優
勝

を
成
し
遂
げ
た
、
先
鋒
沢
口
諒
允

君
、
副
将
中
川
慧
悟
君
、
大
将
岩

泉
毅
君
の
偉
業
に
皆
で
エ
ー
ル
を

贈
り
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
中
川
慧
悟
君
が
十
一

月
二
十
九
、
三
十
日
東
京
将
棋
会

館
で
開
か
れ
た
、
第
二
十
五
期
全

国
ア
マ
チ
ュ
ア
王
将
位
大
会
で
大

会
史
上
最
年
少
優
勝
、
県
人
初
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
二
連
覇
、

三
連
覇
を
目
標
に
頑
張
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
の
総
会
で
ご
賛

同
い
た
だ
い
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
を
三
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
的
確
な
情
報
の

発
信
に
努
め
、
同
窓
会
活
動
の
拡

大
を
図
り
、
同
窓
の
絆
を
強
め
、

私
立
校
独
自
の
連
帯
感
を
育
ん

で
、
母
校
の
発
展
、
名
声
に
寄
与

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
支
部
、
職
場
、
同
期
会
等

の
情
報
を
事
務
局
に
お
寄
せ
戴

き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実

を
図
り
、
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
広

告
の
ご
協
賛
も
、
是
非
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
母
校
の
限
り
な
い
躍

進
と
、
石
桜
同
窓
生
皆
々
様
の
一

層
の
御
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

総
会
は
事
務
局
の
中
山
泰
志

先
生
（
新
39
回
）
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
冒
頭
小
枝
指
同
窓
会

長
が
登
壇
し
て
次
の
よ
う
に
挨

拶
し
た
。

「
本
日
は
天
気
の
悪
い
と
こ

ろ
お
集
り
い
た
だ
き
、
ま
た
菊

地
校
長
、仙
台
か
ら
小
林
先
生
、

東
京
石
桜
同
窓
会
か
ら
菅
野
会

長
（
新
13
回
）、
松
村
副
会
長

（
新
51
回
）
も
来
会
さ
れ
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
日

は
花
を
添
え
る
話
題
と
し
て
、

全
国
高
文
祭
・
将
棋
部
門
で
団

体
優
勝
し
た
将
棋
部
が
岩
手
日

報
文
化
賞
の
学
芸
部
門
奨
励
賞

を
受
賞
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
将
棋
部
は
全

国
高
文
祭
出
場
８
回
目
（
連
続

６
回
）
に
し
て
の
快
挙
で
、
本

日
の
懇
親
会
に
も
20
数
名
の
部

員
を
招
待
し
、
同
窓
会
か
ら
も

表
彰
を
行
う
予
定
で
す
。

昨
年
か
ら
の
準
備
を
進
め
て

い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
が
、

今
年
３
月
に
開
局
を
い
た
し
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
内
容
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、同
期
の
赤

澤
征
夫
さ
ん
を
中
心
に
更
な
る

充
実
を
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

10
月
２
日
に
三
田
義
之
理
事

長
に
お
会
い
し
同
窓
会
の
名
誉

会
長
へ
の
就
任
に
つ
い
て
ご
快

諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
菊
地
校

長
に
は
名
誉
顧
問
と
し
て
同
窓

会
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
件
に

関
し
て
ご
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

議
事
は

�
平
成
19
年
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業
報
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平
成
19
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会
計
・
特
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計
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ク
ラ
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�
平
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議
�
平
成
20
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
ク
ラ
ブ
強
化
育
成

基
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予
算
案
審
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�
賛
助
会
員
に
つ
い
て

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
メ
モ
リ
ー
ア

ッ
プ
に
つ
い
て

�
会
則
改
正
に
つ
い
て

	
役
員
補
充
に
つ
い
て



そ
の
他
（
会
報
発
行
に
つ
い

て
）

の
順
で
進
行
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
管
理

を
担
当
し
た
前
野
純
一
君
（
新

45
回
）
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

説
明
が
実
際
の
画
面
を
見
な
が

ら
行
わ
れ
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
新
着
情
報
の
ほ
か
、「
あ
い

さ
つ
」「
校
歌
・
応
援
歌
」「
東

京
・
仙
台
石
桜
同
窓
会
」「
同

期
会
だ
よ
り
」「
支
部
だ
よ
り
」

「
石
桜
同
窓
会
報
全
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
」
他
が
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
あ
る
が
、
特
に
「
同
期
会
だ

よ
り
」「
支
部
だ
よ
り
」
は
同

窓
生
か
ら
の
情
報
提
供
が
必
要

な
の
で
今
後
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。
ま
た
「
メ
モ
リ
ア
ル
ペ

ー
ジ
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
は
赤

澤
理
事
の
ご
協
力
で
甲
子
園
出

場
時
の
貴
重
な
デ
ー
タ
が
あ
り

特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の

内
容
だ
っ
た
。

ま
た
執
行
部
よ
り
�
会
則
改

正
	
役
員
補
充
に
つ
い
て
、
同

窓
会
名
を
「
岩
手
中
学
高
等
学

校
同
窓
会
」
か
ら
「
石
桜
同
窓

会
」
と
す
る
こ
と
、
名
誉
会
長

に
三
田
義
之
理
事
長
、
名
誉
顧

問
に
菊
地
校
長
と
す
る
こ
と
が

諮
ら
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

懇
親
会
は
新
８
回
の
田
中
義

男
君
、
18
回
熊
谷
憲
治
君
、
28

回
佐
々
木
伸
郎
君
が
運
営
を
担

当
、
会
長
挨
拶
に
続
き
新
10
回

の
菊
地
校
長
か
ら
の
「
祝
辞
」

で
始
ま
っ
た
。

「
同
窓
会
に
お
い
て
は
継
続

し
て
生
徒
達
へ
の
物
心
両
面
の

ご
援
助
を
い
た
だ
き
本
当
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
将
棋
部
の

全
国
優
勝
は
同
窓
会
の
ご
支
援

の
賜
物
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

全
国
大
会
は
東
京
の
麻
布
高

校
、
兵
庫
の
灘
高
校
、
青
森
の

青
森
高
校
そ
し
て
本
校
の
決
勝

で
、
本
校
は
優
勝
候
補
の
最
有

力
と
の
予
想
通
り
の
優
勝
で
、

翌
日
の
岩
手
日
報
一
面
に
（
別

掲
）大
き
く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
ク
ラ
ブ
も
テ
ニ
ス
部

は
11
回
連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
で
ベ
ス
ト
16
ま
で
進
出
、
山

岳
部
は
僅
差
で
県
大
会
準
優

勝
、
そ
の
他
10
ク
ラ
ブ
が
県
大

会
ベ
ス
ト
８
ま
で
進
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
た
本
校
へ
の
志
願
者

数
、入
学
者
数
も
増
え
て
お
り
、

今
後
も
も
っ
と
隆
盛
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
将
棋
部
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
部
長
の
岩
泉
毅
君
の
あ

い
さ
つ
、
ま
た
顧
問
の
藤
原
隆

史
先
生
（
新
42
回
）
か
ら
「
岩

手
高
校
の
ペ
ナ
ン
ト
を
、
麻
布

高
校
や
灘
高
校
な
ど
全
国
の
超

進
学
校
の
中
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
い
」

と
い
う
言
葉
に
会
場
か
ら
ひ
と

き
わ
大
き
い
拍
手
と
歓
声
が
挙

げ
ら
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
る
50
年
以

上
前
の
甲
子
園
出
場
時

の
貴
重
な
フ
ィ
ル
ム
が

投
影
さ
れ
、
会
を
一
層

盛
り
上
げ
た
。

平
成
20
年
度
石
桜
同
窓
会
通
常
総
会
は
、
10
月
24
日

（
金
）午
後
６
時
か
ら
盛
岡
市
駅
前
通
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
盛
岡
本
館
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
は
お
よ
そ
60

余
名
が
出
席
、
会
務
報
告
、
決
算
・
予
算
が
審
議
さ
れ
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

小枝指会長の挨拶

総会の様子

菊地校長の挨拶

懇
親
会
は

新
8
、
18
、
28
回
生
が

幹
事
で
運
営

全国制覇を成し遂げた将棋部員

団体優勝の賞状など
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平成20年度　石桜同窓会

通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる

平成19年度クラブ強化育成基金決算書
収入の部

科　　　　　目 決　算　額 備　　　　　考

繰 越　　 金 6,347,071

利　　　　　　子 8,284

一般会計より編入 400,000

合　　計 6,755,355

支出の部

繰越金　6,328,430円

科　　　　　目 決　算　額 備　　　　　考

教育後援会補助 200,000

部 活 動 褒 賞 226,925 褒賞金、表彰楯

合　　　　　計 426,925

科　　　目 決　算　額 平成19年度予算額
会　　　　　　　費 973,000 973,000
入　　　会　　　金 695,000 695,000
総　会　会　券　代 330,000 450,000
賛 　 助 　 会 　 費 1,313,530 1,000,000
利　　　　　　　子 2,484 900
雑　　　収　　　入 173,130 201,733
名　　　　　　　簿 272,000 －
繰　　　越　　　金 799,367 799,367
合　　　　　計 4,558,511 4,120,000

平成19年度決算報告書
Ⅰ　一般会計
収入の部

科　　　目 決　算　額 平成19年度予算額
一般会計より繰入 400,000 400,000
利　　　　　　　子 1,222 500
繰　　　越　　　金 116,160 116,160
名　簿　広　告　代 24,000 －
合　　　　　計 541,382 516,660

Ⅱ　特別会計
収入の部

名 　 簿 　 印 　 刷 0 －
名 簿 広 告 返 金 12,000 －
合　　　　　計 12,000 0

会　　　議　　　費 808,587 850,000
石 桜 会 補 助 費 400,000 400,000
印　　　刷　　　費 600,390 600,000
慶　　　弔　　　費 89,775 40,000
通　　　信　　　費 721,368 900,000
事　　　務　　　費 5,794 5,000
事 　 務 　 手 　 当 60,000 60,000
雑　　　　　　　費 340,830 320,000
特 別 会 計 編 入 400,000 400,000
クラブ強化育成基金 400,000 400,000
予　　　備　　　費 108,400 145,000
合　　　　　計 3,935,144 4,120,000

支出の部

支出の部

科　　　目 本年度予算額 平成19年度予算額
会　　　　　　　費 1,232,000 973,000
入　　　会　　　金 880,000 695,000
総　会　会　券　代 350,000 450,000
賛 　 助 　 会 　 費 1,000,000 1,000,000
利　　　　　　　子 2,000 900
雑　　　収　　　入 202,633 201,733
繰　　　越　　　金 623,367 799,367
合　　　　　計 4,290,000 4,120,000

平成20年度予算
Ⅰ　一般会計
収入の部

科　　　目 本年度予算額 平成19年度予算額
一般会計より繰入 400,000 400,000
利　　　　　　　子 1,000 500
名　簿　広　告　代 98,000 －
繰　　　越　　　金 529,382 116,160
合　　　　　計 1,028,382 516,660

Ⅱ　特別会計
収入の部

名 　 簿 　 印 　 刷 － －
合　　　　　計 0 0

会　　　議　　　費 850,000 850,000
石 桜 会 補 助 費 400,000 400,000
印　　　刷　　　費 600,000 600,000
慶　　　弔　　　費 60,000 40,000
通　　　信　　　費 800,000 900,000
事　　　務　　　費 10,000 5,000
事 　 務 　 手 　 当 60,000 60,0000
雑　　　　　　　費 350,000 320,000
ホームページ運営費 100,000 －
特 別 会 計 編 入 400,000 400,000
クラブ強化育成基金 450,000 400,000
予　　　備　　　費 210,000 145,000
合　　　　　計 4,290,000 4,120,000

支出の部

支出の部

平成19年度 石櫻同窓会　事業報告
平成19年９月１日 仙台石櫻同窓会総会 於　仙台ガーデンパレス

会長・校長出席
平成19年９月25日 常任理事会・監査会 於　きのえね支店
平成19年10月５日 理事会　　　 於　きのえね支店
平成19年10月19日 同窓会総会　 於　ホテルメトロポリタン盛岡
平成19年11月６日 ホームページ委員会 岩手高等学校校長室　
平成19年11月10日 東京石櫻同窓のつどい 於　青山ダイヤモンドホール

会長・校長・川村出席
平成19年11月29日 ホームページ委員会 岩手高等学校校長室
平成19年12月14日 常任理事会 きのえね支店
平成19年12月 同窓会報発行
平成20年３月11日 ホームページ委員会　 於　岩手高校校長室

および　きのえね支店
平成20年３月17日 ホームページ開設 http：//www.sekiou-ob.com/

平成20年度 事業計画
平成20年８月22日 三役会 於　きのえね支店
平成20年９月５日 監査会・常任理事会 於　きのえね支店
平成20年９月25日 理事会 於　きのえね支店
平成20年10月18日 仙台石櫻同窓会総会 於　仙台ガーデンパレス

（村井副会長）
平成20年10月18日 東京石櫻同窓のつどい　 於　アルカディア市ヶ谷

（村上顧問　小枝指会長）
平成20年10月24日 同窓会総会 於　ホテルメトロポリタン盛岡
平成20年12月 同窓会報発行予定
○クラブ活動強化のための助成
○優秀成績部活動の顕彰
○横断幕の寄付

議
長
は
事
務
局
一
任
に
よ
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澤
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を
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拶
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窓
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小
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報
　
朝
刊
掲
載



今
後
は
、
少
子
化
に
よ
る
生

徒
数
減
少
に
伴
い
、
卒
業
時
の

終
身
会
費
の
み
で
は
同
窓
会
の

運
営
に
は
困
難
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
賛
助

会
員
制
度
で
あ
る
が
、
10
月
24

日
に
行
わ
れ
た
平
成
20
年
度
岩

手
中
高
等
学
校
石
桜
同
窓
会
総

会
に
お
け
る
会
計
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告
は
次
の

通
り
で
あ
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。

本
年
も
、
こ
の
会
報
と
と
も

に
、
賛
助
会
費
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り
込
み
用
紙

を
同
封
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
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お
願
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い

た
し
ま
す
。
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一
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、
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円
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し
て
同
窓
生
か
ら
賛
助
会

員
を
募
る
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�

一
回
の

金
が
１
０
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口
の
場
合
お
よ
び
歴
年
累

積
１
０
０
口
に
及
ん
だ
場

合
、
石
桜
同
窓
会
賛
助
フ

ェ
ロ
ー
と
し
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石
桜
フ
ェ

ロ
ー
賞
を
贈
呈
す
る
。

Ａ
　
毎
年
末
に
発
行
の
石
桜

同
窓
会
報
を
会
員
に
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す
る
際
、
送
金
振
り
込
み

用
紙
を
同
封
す
る
。
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さ
ま
ざ
ま
な
同
窓
会
の

会
合
の
機
会
に
お
い
て
、

金
を
募
る
。
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４年目もありがとうございました。
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４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。

～ 今回は1,590,000円となりました ～
４年目もありがとうございました。
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旧　１ 遠　藤　貫　中 10,000

旧　３ 小　野　一　男 2,000

旧　４ 佐々木　長一郎 2,000

旧　４ 佐々木　秀　夫 10,000

旧　４ 横　田　　　孝 4,000

旧　９ 中　村　達　雄 2,000

旧　10 寺　井　常　雄 10,000

旧　10 佐　藤　正　吉 4,000

旧　10 波　岡　茂　行 10,000

旧　10 高　橋　求　馬 6,000

旧　11 松　本　滋　夫 4,000

旧　11 大　崎　正　夫 2,000

旧　11 八重樫　金十郎 10,000

旧　12 東　根　清　藏 4,000

旧　12 大志田　　　武 4,000

旧　12 千　葉　昌　二 4,000

旧　12 東　根　清　藏 4,000

旧　13 赤　坂　祐　三 6,000

旧　13 杉　江　忠之助 4,000

旧　13 名久井　弥　七 4,000

旧　13 鱒　沢　　　昇 6,000

旧　13 鈴　木　廣　治 10,000

旧　13 小笠原　武　志 6,000

旧　14 清水端　金　吉 4,000

旧　14 瀬　川　　　伸 2,000

旧　15 中　村　一　雄 20,000

旧　15 湯　澤　一　晃 10,000

旧　15 菊　池　忠　夫 2,000

旧　16 中　島　　　昭 4,000

旧　16 杉　本　辰　郎 10,000

旧　16 坂　下　義　了 6,000

旧　16 猪　狩　康　三 2,000

旧　17 赤　坂　　　等 4,000

旧　17 佐々木　秀　勝 4,000

旧17後 戸　田　順　康 4,000

旧17後 足　澤　　　實 6,000

旧17後 斎　藤　　　昭 10,000

旧　18 佐々木　昭　徳 2,000

旧　18 大�内　久　男 4,000

旧　18 西在家　　　寛 10,000

旧　18 駒ヶ嶺　重　利 2,000

旧　18 田　村　庄　吉 2,000

旧　18 山　口　徳治郎 2,000

１ 佐々木　京　一 30,000

１ 有　原　隆　司 10,000

１ 小　原　啓三郎 2,000

１ 武　田　太　良 6,000

１ 高　橋　啓　介 4,000

１ 野　村　　　誠 2,000

２ 芳名記載なし 2,000

２ 池　野　和　夫 2,000

２ 佐　藤　克　巳 2,000

２ 細　川　　　豊 2,000

２ 小田島　昭　二 10,000

３ 柴　内　興　昭 2,000

３ 小　泉　泰　助 2,000

３ 斎　藤　　　宏 2,000

３ 田　村　幸　雄 2,000

３ ��村　哲　郎 10,000

４ 井　上　正　美 2,000

４ 井　上　正　美 4,000

４ 照　井　武　彦 2,000

４ 藤　原　英　治 2,000

４ 阿　部　隆　一 2,000

４ 上　田　勝　彦 2,000

４ 田　中　一　誠 50,000

４ 本　堂　親　彦 6,000

４ 佐々木　敬　一 2,000

４ 多　田　豊　彦 2,000

４ 大　橋　義　平 2,000

５ 箱　崎　道　朗 30,000

５ 信　田　信　義 6,000

５ 吉　田　　　勉 2,000

５ 藤　澤　祐　三 6,000

５ 中　山　利　彦 4,000

５ 西　島　康　之 2,000

５ 中　野　嗣　久 10,000

６ 及　川　省　治 2,000

６ 浦　田　　　隆 2,000

６ 上斗米　隆　夫 2,000

６ 田　鎖　康　誠 2,000

６ 城　守　英　彦 2,000

６ 小　川　義　一 2,000

６ 中　村　光　男 2,000

６ 有　原　正　巳 10,000

６ 細　川　磐　夫 2,000

７ 藤　村　　　隆 2,000

７ 熱　海　宏　佶 10,000

７ 晴　山　一　正 2,000

７ 古　川　知　義 2,000

７ 伊　藤　健　次 6,000

７ 坂　本　義　邦 10,000

８ 田　中　義　男 4,000

８ 海　野　義　清 10,000

８ 兼　平　甚三郎 2,000

８ 福　井　憲　男 2,000

９ 磯　崎　公　一 2,000

９ 澤　村　廣　美 2,000

９ 佐々木　英　雄 6,000

９ 小笠原　徳　雄 6,000

９ 小　林　泰　宏 20,000

９ 宇土澤　廣　司 4,000

９ 赤　澤　征　夫 2,000

９ 小枝指　　　博 20,000

10 中　村　　　實 20,000

10 松　岡　直　彦 10,000

10 三　浦　　　学 10,000

10 杉　村　　　衛 2,000

10 古　館　正　虎 2,000

10 菅　野　恒　治 10,000

10 黒　沼　紘　康 10,000

11 山　口　樹　高 2,000

11 馬　場　英　彦 10,000

12 猿　舘　宣　明 2,000

12 栗谷川　　　親 2,000

12 斉　藤　　　愈 6,000

12 藤　原　孝四郎 4,000

13 小苅米　淳　一 6,000

13 里　見　　　栄 2,000

13 佐　藤　勝　彦 2,000

13 兼　平　重一郎 2,000

13 菊　地　輝　之 2,000

13 吉　田　久　司 10,000

13 遠　藤　健　悦 2,000

13 木　村　勝　一 4,000

13 松　坂　英　孝 2,000

13 米　谷　忠　充 2,000

14 中　村　栄　孝 6,000

14 荻　野　次　士 6,000

14 矢　澤　俊　夫 2,000

14 佐　藤　弘　吉 4,000

15 藤　倉　健　吾 2,000

15 荒　屋　光　生 2,000

15 樋　沢　　　晃 2,000

16 小　田　　　宏 4,000

16 田　中　和　彦 2,000

16 峠　　　徳　美 2,000

16 今　泉　博　雄 10,000

17 泉　田　栄　一 10,000

17 小笠原　常　之 6,000

17 高　橋　隆　夫 2,000

17 三　上　　　彰 10,000

17 照　井　駿　一 6,000

17 村　井　孝　三 2,000

17 伊　藤　勢　至 2,000

17 佐　藤　　　孝 2,000

17 福　田　興　一 2,000

17 小　暮　信　人 10,000

17 小　綿　泰　樹 2,000

18 谷　藤　芳　栄 6,000

18 佐　藤　啓二郎 2,000

18 斉　藤　健　一 6,000

18 日野岳　唯　照 2,000

18 中　坪　　　正 10,000

18 井　上　利　一 2,000

18 兼　平　俊　朗 2,000

18 照　井　武　彦 2,000

18 村　井　紀　之 20,000

19 藤　澤　牧　夫 2,000

19 高　橋　克　彦 2,000

19 今　泉　利　雄 2,000

19 菊　地　英　記 4,000

20 関　口　知　男 10,000

20 鎌　田　孝　雄 2,000

20 金　沢　光　郎 2,000

20 熊　谷　鉄　郎 2,000

21 高　松　三　郎 10,000

21 武　田　真　和 10,000

21 小　泉　邦　義 6,000

21 小笠原　　　卓 2,000

21 佐　藤　伸　一 2,000

22 工　藤　清　人 4,000

22 南黒沢　　　智 2,000

23 梅　村　和　彦 6,000

23 高　橋　重　幸 2,000

24 上　村　章　夫 10,000

24 楢　山　直　樹 2,000

24 前　田　康　雄 2,000

24 畠　山　千　春 6,000

25 吉　田　祐　一 2,000

25 晴　山　弘　己 10,000

25 吉　田　幸　太� 2,000

26 高　橋　信　明 2,000

26 櫻　井　　　滋 6,000

26 中　野　静　児 6,000

26 三　浦　由　太 10,000

27 金　谷　純　一 2,000

29 須　藤　　　隆 2,000

30 吉　田　直　弘 4,000

30 佐　藤　　　学 4,000

30 清　水　　　懐 6,000

31 菅　原　一　也 10,000

32 八重樫　道　晴 2,000

33 多　田　健　一 2,000

33 清　水　　　亙 6,000

33 櫻　田　義　樹 2,000

34 工　藤　　　優 2,000

35 舘　澤　一　史 6,000

37 金　子　眞　也 20,000

41 菊　地　　　大 2,000

42 藤　原　一　彦 2,000

43 千　葉　　　基 2,000

43 儀　俄　雅　生 2,000

43 田　中　研　一 2,000

44 白　戸　一　� 10,000

46 小　林　仁　郎 2,000

47 高　橋　大　希 6,000

49 宮　崎　　　力 10,000

49 吉　川　克　也 2,000

50 大　橋　潤　一 2,000

51 中　村　聡　志 2,000

52 千　葉　　　耕 2,000

53 藤　澤　和　大 2,000

53 阿　部　史日呼 4,000

53 山　本　藤　幸 2,000

54 小　野　真　平 2,000

54 千　葉　　　尚 2,000

54 奥　　　良　之 2,000

55 千　葉　　　将� 2,000

55 日野岳　史　乗 2,000

56 宮　澤　遼　平 2,000

56 林　　　秀　峰 2,000

57 日野岳　唯　人 2,000

57 三　浦　武　尊 2,000

57 奥　　　直　之 2,000

57 菊　池　祐　樹 2,000

57 古　橋　昌　憲 2,000

59 晴　山　宗　慧 2,000

59 飯　塚　一　平 2,000

中学２ 櫻　井　　　勇 200,000

中学３ 山　屋　彰　男 4,000

中学４ 達　増　崔　夫 2,000

中学４ 鈴　木　敬　治 2,000

中学４ 大　森　敬一郎 200,000

日 大 石 櫻 会 30,000

小　　　計 1,590,000

手　数　料 26,470

合　　　計 1,563,530

（2007/8/1～2008/9/24）

賛助会費総合計 9,661,770

（～2008/9/24）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
岩

手
中
学
校
・
岩
手
高
等
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
学
校
案
内
や
生
徒

募
集
要
項
を
は
じ
め
、
部
活
や

修
学
旅
行
の
様
子
な
ど
、情
報

充
実
。岩
手
高
等
学
校
の
生
徒

の
様
子
が
分
か
る
ブ
ロ
グ
は
、

ほ
ぼ
毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
石
桜
同
窓
会
独
自
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
。
こ
ち

ら
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.iw
ate-jh.ed.jp/

●
岩
手
高
等
学
校
ブ
ロ
グ
ア
ド
レ
ス

http://blog.livedoor.jp/iw
ate_hs/

●
石
桜
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sekiou-ob.com

/

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関

す
る
お
問
い
合
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

info@
sekiou-ob.com

ま
た
、
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
へ
の
同

期
会
情
報
、
同
窓
企
業
広
告
募

集
中
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下

さ
い
。

昨
年
５
月
か
ら
同
窓
会
名
簿

の
発
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

す
で
に
申
し
込
ま
れ
て
い
る

方
に
は
発
送
済
み
で
す
が
、ま
だ

申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
方
は
、会

報
に
同
封
し
た
振
り
込
み
用
紙
を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。

●
同
窓
会
名
簿
（
１
冊
４
０
０

０
円
）／
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で

母
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
あ
わ

せ
、
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
開
設
中

同
窓
会
名
簿
、
発
売
中
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陸上部
第60回岩手県高等学校総合体育大会陸上競技出場
男子100m 西川　雄　　第１位（東北大会出場権獲得）
第62回東北高等学校陸上競技大会出場
男子100m 西川　雄

ソフトテニス部
第42回全日本私立高等学校ソフトテニス大会出場
第60回盛岡市民体育大会兼岩手県高等学校総合体育大会ソフトテニ
ス競技盛岡地区予選
個人戦　優勝　苅宿陽希・竹内大基組

３位　吉田嘉樹・宇部慧人組
第60回岩手県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技　団体ベスト8
バスケットボール部
第60回岩手県高等学校総合体育大会バスケットボール競技盛岡地区
予選　県推薦
第60回岩手県高等学校総合体育大会バスケットボール競技　ベスト8
バレーボール部
平成20年度盛岡市民体育大会バレーボール競技出場
第60回岩手県高等学校総合体育大会バレーボール競技出場
ハンドボール部
第60回岩手県高等学校総合体育大会ハンドボール競技出場　ベスト8
ラグビー部
第60回岩手県高等学校総合体育大会ラグビー競技出場
柔道部
第60回岩手県高等学校総合体育大会柔道競技出場　団体戦ベスト8
第40回盛岡市中学校総合体育大会柔道競技
男子個人73kg級　第１位　遠藤　匠　第２位　齋藤　航

剣道部
第60回岩手県高等学校総合体育大会剣道競技出場
山岳部
第60回岩手県高等学校総合体育大会登山競技　男子団体　第2位
第１回国体予選会山岳競技
リード競技　　　　優勝Eチーム　3位Cチーム　4位Dチーム
ポルダリング競技　優勝Eチーム　3位Cチーム　4位Bチーム　

5位Dチーム
平成20年度岩手県クライミング選手権大会
少年男子の部　３位　三上　　４位　澤村

５位　平久井　７位　近藤
テニス部
第30回全国選抜高校テニス大会　団体　出場
平成19年度東北私立高校テニス大会　団体　準優勝
第15回東北春季ジュニアテニス大会
18歳以下男子シングルス　３位　戸井口一矢
16歳以下男子シングルス　３位　鎌田　　翔
第27回岩手県中学生テニス選手権大会
団体　優勝
シングルス　優勝　伊藤大輝　　３位　川村卓也

ベスト8 中村公亮、三平　奨、吉田　皓
ダブルス　　優勝　伊藤大輝・川村卓也 組

３位　中村公亮・吉田　皓 組
三平　奨・太田代希唯 組

第60回岩手県高等学校総合体育大会テニス競技
団体優勝　V11（東北大会・インターハイ出場権獲得）
男子シングルス　準優勝　戸井口一矢　第3位　鎌田　翔

ベスト8 千田慎也
男子ダブルス　　優　勝　戸井口一矢・鎌田　翔 組

（東北大会・インターハイ出場権獲得）
第3位　吉田　洵・荒谷　隼 組
ベスト８　佐藤　真・千田慎也 組

第29回岩手県ジュニアテニス選手権大会
18歳以下シングルス　準優勝　戸井口一矢

ベスト8 佐藤　真、千田慎也
18歳以下ダブルス　　優　勝　戸井口一失・佐藤　真 組

第３位　吉田　洵・千田慎也 組
16歳以下シングルス　優勝　鎌田　翔　　準優勝　川村卓也

３位　荒谷　隼　
ベスト８　伊藤　薫、中村公亮
ベスト16 中村優太、吉田　拘

16歳以下ダブルス　　優　勝　鎌田　翔・荒谷　隼 組
準優勝　伊藤　薫・三平　奨 組
３位　川村卓也・中村公亮組
ベスト８　戸井口一矢・竹花国法 組

14歳以下シングルス　優　勝　伊藤大輝　　３位　吉田　皓
ベスト８　太田代希唯
ベスト16 三平　奨

14歳以下ダブルス　　優　勝　伊藤大輝・立花　光組
準優勝　吉田　皓・太田代希唯 組
第３位　三平　奨・吉田　皓 組
ベスト８　菊池　燦・田丸頼人 組

12歳以下シングルス　準優勝　伊藤大星　　ベスト16 三平　奨
12歳以下ダブルス　　準優勝　伊藤大星・佐藤光希 組

第３位　三平　奨・吉田　皓 組
ベスト８　菊池　燦・田丸頼人 組

第49回東北高等学校テニス選手権大会　団体準優勝
男子シングルス　ベスト８　鎌田　翔
男子ダブルス　　３位　戸井口一矢・鎌田　翔 組
第3回岩手県民テニス大会少年の部
男子シングルス　準優勝　鎌田　翔（国体出場権獲得）

3 位　千田慎也（ミニ国体出場権獲得）
男子ダブルス　　優　勝　戸井口一矢・佐藤　真 組

準優勝　鎌田　翔・荒谷　隼 組
第3位　吉田　洵・千田慎也 組、

伊藤大輝・川村卓也 組
第30回東北中学生テニス選手権大会出場
平成20年度全国高等学校総合体育大会
テニス競技　団体出場

シングルス出場　戸井口一矢
ダブルス出場　　戸井口一矢・鎌田　翔 組

第35回東北総合体育大会テニス競技
少年男子　第四位　鎌田　翔、千田慎也
第63回国民体育大会　出場　鎌田　翔
水泳部
第60回岩手県高等学校総合体育大会水泳競技出場

藤田恭平（東北大会出場権獲得）
サッカークラブ
第60回岩手県高等学校総合体育大会

サッカー競技　盛岡地区予選出場
i-youthリーグ　7位（22チーム参加）
第86回全国サッカー選手権大会　岩手県予選出場
岩手県高等学校サッカー新人大会　盛岡地区予選　地区代表権獲得
硬式野球部
第55回春季東北地区高等学校野球岩手県大会盛岡地区予選出場
第90回全国高等学校野球選手権岩手大会出場
第61回秋季東北地区高等学校野球岩手県大会盛岡地区予選出場

県大会出場権獲得

卓球部
第60回岩手県高等学校総合体育大会卓球競技出場
囲碁将棋部
第4回東日本都市対抗将棋大会岩手県予選
優勝　岩泉　毅　中川慧梧　東日本大会出場権獲得
第30回アマチュア将棋レーティング選手権全国大会
べスト8 中川慧梧
第５回文部科学大臣杯小中学生囲碁団体戦岩手県予選
優勝　松村　光、木村祐太郎、畠山雄太（全国大会出場権獲得）
平成20年度岩手県アマチュア将棋竜王戦名人戦
優勝　中川慧梧（全国大会出場権獲得）
第29回岩手県高等学校将棋大会
男子個人A級優勝　西田明斗
男子団体A級優勝　岩泉　毅、中川慧梧、澤口諒允

（6年連続8回目）（全国大会出場権獲得）
平成20年度岩手県アマチュア将棋名人戦
優勝　岩泉　毅　ベスト8 中川慧梧、西田明斗
第31回全国高等学校囲碁選手権岩手県大会　男子団体ベスト8
平成20年度全国中学生選抜将棋選手権岩手県予選大会
準優勝　平賀太竣　第3位　田岡拓也
第４回文部科学大臣杯小中学生将棋団体戦岩手県予選
優　勝　平賀太竣、田岡拓也、小川敦也（２年連続）

（東日本大会出場権獲得）
第３位　木村祐太郎、皆川泰亮、成田恭平
第４位　田口啓太、和田尚也、川村啓彰
第５回文部科学大臣杯小中学生囲碁団体戦岩手県予選
優勝　松村　光、木村祐太郎、畠山雄太（全国大会出場権獲得）
第29回文部科学大臣杯少年少女囲碁大会岩手県予選
優勝　松村　光（全国大会出場権獲得）
第21回全国高等学校将棋竜王戦岩手県大会
優　勝　澤口諒允（全国大会出場権獲得）
第２位　西田明斗
第３位　岩泉　毅
第４回文部科学大臣杯小中学生将棋団体戦全国大会
出場　平賀太竣、田岡拓也、小川敦也
第５回文部科学大臣杯小中学生囲碁団体戦全国大会
８位入賞　松村　光、木村祐太郎、畠山雄太
第29回文部科学大臣杯少年少女囲碁大会
ベスト16 松村　光
平成20年度全国高等学校総合文化祭
将棋部門　団体優勝　個人ベスト16
第４回全国高等学校将棋王将戦
優　勝　薄口諒允　
第２位　中川慧梧
第３位　岩泉　毅
第21回全国高等学校将棋竜王戦　出場　澤口諒允
吹奏楽部
第46回全日本吹奏楽コンクール盛岡地区大会
金賞（県大会出場権獲得）
第46回全日本吹奏楽コンクール岩手県大会　銀賞
自然科学部
第18回　モデルロケット全国大会
高度競技
準優勝　菅原　誠　　第３位　太田俊貴　　第４位　阿部真樹
第８位　佐々木雄行
パラシュート滞空時間競技
準優勝　岩野　開
定点着地競技
第８位　佐々木翔太、高江　魁　　21位　菅原　誠

平成20年度　クラブ活動成績
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■
東
京
石
桜
同
窓
会
の
つ
ど
い

秋
も
深
ま
り
つ
つ
あ
る
10
月

18
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
谷

（
私
学
会
館
）で
、
平
成
20
年
度

「
東
京
石
桜
同
窓
会
の
つ
ど
い

（
第
26
回
総
会
）」
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
来
賓
と
し

て
菊
池
校
長
、
東
先
生
及
び
小

枝
指
石
桜
同
窓
会
長
、
村
上
照

五
郎
前
同
窓
会
長
の
出
席
を
頂

き
、
総
勢
40
余
名
で
盛
大
に
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
一
部
の
講
演
会
で
は
、
東

京
工
科
大
学
工
学
部
電
子
工
学

科
　
三
田
地
成
幸
教
授
（
新
23

回
生
）
よ
り
「
安
心
・
安
全
・

健
康
社
会
に
役
立
つ
各
種
セ
ン

サ
ー
の
研
究
開
発
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
�
光
フ
ァ
イ
バ
技
術
�

を
利
用
し
た
「
睡
眠
時
無
呼
吸

セ
ン
サ
ー
」
の
研
究
内
容
な
ど

を
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
菅
野
会
長
よ
り

初
代
東
京
石
桜
同
窓
会
長
、
辻

先
輩
（
旧
12
回
生
）
逝
去
の
ご

報
告
並
び
に
今
日
の
東
京
石
桜

同
窓
会
発
展
に
、
大
き
な
力
を

頂
き
ま
し
た
事
に
感
謝
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

度
か
ら
同
窓
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
趣
旨
で
、
同
好
会
も

発
足
し
会
員
間
の
交
流
が
盛
ん

に
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。ご
来
賓
の
挨
拶
で
は
、

菊
池
校
長
か
ら
母
校
の
活
動
状

況
の
ご
報
告
を
頂
き
、
母
校
か

ら
の
何
よ
り
の
お
土
産
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

小
枝
指
会
長
か
ら
は
、
今
年

度
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
報
告
が
あ
り
、

今
後
の
よ
り
活
発
な
同
窓
会
活

動
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

旧
17
回
生
、
佐
々
木
先
輩
の

乾
杯
で
懇
親
会
へ
と
移
り
ま
し

た
。
宴
た
け
な
わ
の
頃
、
恒
例

の
校
歌
斉
唱
と
、
新
１
回
生
小

笠
原
先
輩
の
万
歳
三
唱
で
同
窓

会
・
母
校
の
発
展
と
出
席
皆
様

の
ご
健
勝
を
祈
願
致
し
ま
し

た
。
そ
し
て
来
年
の
再
会
を
誓

い
合
い
ま
し
て
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

東
京
石
桜
同
窓
会
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
東
京
石
桜
同

窓
会
事
務
局
「
㈱
三
田
商
店
東

京
支
店
内
電
話
０
３
―
３
６
６

６
―
３
３
６
６

宇
土
澤
」ま
で

（
牧
原
順
一
・
新
26
回
）

■
仙
台
石
桜
会

第
12
回
仙
台
石
桜
同
窓
会
総

会
は
、
12
月
18
日
午
後
６
時
よ

り
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
小
林
陵
二

会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓

の
村
井
伸
吾
教
頭
の
祝
辞
と
母

校
近
況
報
告
、
事
務
局
よ
り
会

務
並
び
に
会
計
報
告
、
里
見
一

栄
監
事
に
よ
る
会
計
監
査
報
告

と
会
議
が
進
行
。

続
い
て
渡
辺
充
泰
氏
（
新
22

回
）
が
、
歯
科
専
門
領
域
の
「
い

い
は
な
し
」
と
題
す
る
有
益
な

ス
ピ
ー
チ
。
全
員
の
記
念
撮
影

の
後
、
懇
親
会
に
移
っ
た
。

来
賓
の
村
井
紀
之
本
部
副
会

長
に
よ
る
祝
辞
と
乾
杯
の
発
声

を
皮
切
り
に
、
賑
々
し
く
懇
親

の
宴
と
な
る
。
今
回
初
参
加
の

佐
々
木
武
人
氏
（
新
14
回
・
福

島
大
学
教
授
）、
鈴
木
啓
一
郎

氏（
新
17
回
・
調
剤
薬
局
会
長
）

の
自
己
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
会

員
相
互
の
懇
談
交
流
が
な
さ
れ

る
中
に
、
会
は
大
い
に
盛
り
上

が
る
。

さ
ら
に
、
明
19
日
の
土
井
晩

翠
記
念
行
事「
校
歌
を
歌
う
会
」

参
加
に
備
え
て
、
畑
谷
守
良
監

事
指
揮
に
よ
る
予
行
演
習
も
行

わ
れ
た
。

宴
た
け
な
わ
の
中
の
８
時
30

分
、
中
締
め
宣
言
と
と
も
に
次

回
開
催
を
期
し
て
お
開
き
と
な

っ
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

「
校
歌
を
歌
う
会
」
出
演

翌
10
月
19
日
午
後
１
時
よ

り
、
仙
台
市
立
町
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
第
４
回
「
土
井
晩

翠
先
生
が
作
詞
し
た
校
歌
を
一

支
部
だ
よ
り

■
久
慈
義
昭
氏
「
ヤ
マ
セ
の
向

こ
う
は
青
い
海
」
出
版

新
15
回
生
の
久
慈
義
昭
君

が
、
久
慈
市
長
24
年
の
歩
み
と

し
て
「
ヤ
マ
セ
の
向
こ
う
は
青

い
海
」
を
こ
の
た
び
出
版
さ
れ

ま
し
た
。

我
々
同
期
生
は
こ
れ
を
記
念

し
て
、
平
成
20
年
８
月
９
日
北

ホ
テ
ル
に
於
い
て
出
版
記
念
会

を
開
催
敦
し
ま
し
た
所
、
当
時

担
任
で
あ
り
ま
し
た
西
在
家
寛

先
生
を
は
じ
め
足
沢
至
先
生
、

池
口
壮
孝
先
生
、
石
桜
同
窓
会

会
長
小
枝
指
博
様
に
ご
来
賓
と

し
て
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
期
生
で
は
、
卒
業
以
来
46

年
ぶ
り
に
来
盛
し
た
中
野
君
夫

妻
、
奥
様
が
付
添
い
と
し
て
参

加
し
た
金
沢
君
等
総
勢
48
名
の

出
版
記
念
会
と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
本
を
書
か
れ
た
経

緯
な
ど
を
著
者
か
ら
講
演
を
い

た
だ
い
た
後
、
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
が
話
の
つ
き
な
い
楽
し

い
一
時
と
な
り
ま
し
た
。

久
慈
義
昭
氏
出
版
記
念
会

幹
事
　
上
　
野
　
吉
　
晨

〃
　
　
浦
　
田
　
秀
　
夫

〃
　
　
肥
　
田
　
秀
　
彦

〃
　
　
似
　
内
　
　
　
裕

〃
　
　
水
　
本
　
紘
　
一

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
の
会
」
が

開
か
れ
た
。

今
回
は
宮
城
県
内
外
の
17
校

が
参
加
。
全
員
約
４
０
０
人
に

よ
る
「
荒
城
の
月
」
の
大
合
唱

の
後
、
各
校
が
そ
れ
ぞ
れ
自
慢

の
校
歌
を
披
露
し
た
。

仙
台
石
桜
同
窓
会
で
は
、
前

回
に
引
き
続
き
有
志
を
募
っ
て

エ
ン
ト
リ
ー
。
小
林
陵
二
（
新

３
回
）、
佐
藤
伸
夫
（
新
中
２

回
）、
畑
谷
守
良
（
新
５
回
）、
横

田
英
司
（
新
11
回
）、
里
見
一

栄
（
新
13
回
）
の
各
氏
が
出
演

し
、石
桜
の
心
意
気
を
示
し
た
。

（
横
田
英
司
・
新
11
回
）

■
歯
科
医
師
会
石
櫻
会
開
催

去
る
、
７
月
12
日
に
平
成
20

年
度
歯
科
医
師
会
石
櫻
会
総
会
、

講
演
会
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
カ
リ

ー
ナ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
横
澤
昭
平
会
長
を
は

じ
め
、28
名
の
会
員
が
参
加
し
、

岩
手
医
大
・
國
松
和
司
教
授
の

「
歯
周
治
療
の
勘
ど
こ
ろ
」
新

24
回
生
村
田
昌
明
先
生
の
「
卒

後
30
年
の
臨
床
を
ふ
り
返
る
」

の
講
演
で
、
明
日
へ
の
診
療
へ

新
た
な
励
み
に
な
る
よ
う
に
誓

い
、
意
義
あ
る
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
会
が
行
わ
れ
、

事
業
方
針
が
決
定
さ
れ
、
終
了

後
は
講
師
を
囲
ん
で
自
己
紹
介

を
し
な
が
ら
の
懇
親
会
で
、
世

代
を
超
え
、
親
睦
を
深
め
あ
い

ま
し
た
。

来
年
は
６
月
20
日
の
開
催
予

定
で
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
お

願
い
し
ま
す
。

（
小
山
田
榮
二
・
新
20
回
）

■
日
本
大
学
校
友
会
岩
手
県
支

部昨
年
の
12
月
５
日
、
初
駒
に

て
日
大
石
桜
会
総
会
、
及
び
、

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
小
枝

指
会
長
や
菊
地
校
長
も
出
席
さ

れ
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

■
盛
岡
市
役
所
石
桜
会

去
る
２
月
22
日
、
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
カ
リ
ー
ナ
に
て
総
会
が
開

催
さ
れ
、
前
年
度
収
支
報
告
や

新
年
度
役
員
が
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
総
会
に
引
き
続
き
懇
親

会
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

■
雫
石
石
櫻
会

去
る
２
月
18
日
、
雫
石
公
民

館
に
て
総
会
と
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。
事
業
報
告
と
決
算
が

承
認
さ
れ
、
事
業
計
画
と
予
算

案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

■
岩
高
26
会

１
月
３
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

カ
リ
ー
ナ
に
て
第
二
回
同
期
会

総
会
、
及
び
、
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。
新
年
度
事
業
計
画
が

承
認
さ
れ
、
新
た
に
５
名
の
会

員
も
加
わ
り
、
今
後
の
更
な
る

同
期
会
の
発
展
を
祝
っ
た
。

■
盛
岡
東
警
察
署
石
桜
会

１
月
17
日
、
盛
岡
市
桜
山
居

酒
屋
「
福
寿
丸
」
に
て
、
県
都

城
下
町
盛
岡
の
治
安
を
守
る
盛

岡
東
警
察
署
等
に
勤
務
す
る
石

桜
会
員
十
一
名
が
集
ま
り
、
石

桜
会
を
開
催
し
た
。

盛
岡
東
警
察
署
は
名
城
「
不

来
方
城
」
の
石
垣
を
モ
チ
ー
フ

に
取
り
入
れ
た
10
階
建
て
庁
舎

で
あ
る
が
、
同
庁
舎
に
あ
る
警

察
本
部
鑑
識
課
か
ら
一
名
、
科

学
捜
査
研
究
所
か
ら
二
名
も
駆

け
つ
け
参
加
し
た
。

同
じ
職
場
で
勤
務
し
て
い
る

も
の
の
、
顔
を
会
わ
す
の
は
初

め
て
の
会
員
も
あ
り
、
会
場
で

は
「
お
、
お
前
も
、
が
ん
こ
う

（
岩
高
）
か
」
な
ど
と
の
声
が

出
る
な
ど
、
開
催
前
か
ら
盛
り

上
が
っ
た
。

20
回
生
高
橋
隆
一
兄
の
乾
杯

か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
己
紹
介
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、「
俺
は

生
徒
会
長
を
や
っ
た
」、「
中
学

校
の
時
、卓
球
部
で
あ
っ
た
が
、

剣
道
部
の
応
援
で
大
会
に
出
場

し
、
一
勝
を
あ
げ
た
。」
な
ど
、

岩
中
・
岩
高
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
年
代
を
超
え
た
恩
師
の
話

に
花
を
咲
か
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

当
時
の
良
き
時
代
を
懐
か
し
ん

だ
。ま

た
、
一
同
、「
ル
ネ
サ
ン
ス

岩
高
」で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

20
回
生
の
佐
藤
義
和
兄
の
音
頭

で
校
歌
斉
唱
し
会
を
閉
じ
た
。

後
輩
諸
君
並
び
に
教
職
員
の

皆
様
方
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申

し
上
げ
し
ま
す
。

（
佐
藤
　
順
　
新
25
回
）

■
若
柳
氏
の
記
事
が
岩
手
日
報

に
掲
載

同
窓
生
で
あ
る
若
柳
愛
起
氏

の
記
事
が
岩
手
日
報
夕
刊
「
県

人
リ
ポ
ー
ト
世
界
は
今
」
に
掲

載
さ
れ
た
。
５
月
31
日
と
11
月

１
日
発
行
の
夕
刊
で
あ
る
。
同

窓
生
の
活
躍
ぶ
り
に
勇
気
づ
け

ら
れ
る
。

■
学
生
時
代

同
封
の
写
真
は
、
昭
和
17
年

４
月
に
岩
手
中
学
校
に
入
学
し

た
生
徒
の
戦
争
中
の
貴
重
な
も

の
で
す
。
こ
の
頃
は
、
学
校
で

の
授
業
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
動

員
、
動
員
の
日
々
で
し
た
。

昭
和
19
年
、
中
学
３
年
生
の

と
き
は
、
雫
石
川
で
の
砂
利
採

り
作
業
で
し
た
（
夏
休
み
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
）。

そ
の
あ
と
、
昭
和
19
年
秋
に

は
県
北
久
慈
市
の
山
奥
で
、
砂

鉄
の
原
料
運
び（
ト
ロ
ッ
コ
で
）

の
作
業
に
従
事
（
お
よ
そ
３
ヶ

月
間
）。

そ
れ
が
終
わ
っ
た
と
た
ん
、

昭
和
20
年
２
月
下
旬
、
横
浜
市

磯
子
区
（
現
金
沢
区
）
の
㈱
日

■
卓
球
部
Ｏ
Ｂ
会

岩
手
高
等
学
校
卓
球
部
球
友

会
の
行
事
は
毎
年
１
月
３
日
の

新
年
会
と
６
月
末
の
還
暦
祝
い

が
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
は
50
歳
以
上
の
方
々
20

名
程
度
で
す
が
、
い
つ
も
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
楽

し
い
宴
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
や
同
期
会
、
ク
ラ
ス

会
も
い
い
も
の
で
す
が
、
や
は

り
３
年
間
汗
を
流
し
、
苦
楽
を

共
に
し
た
仲
間
の
集
ま
り
は
格

別
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
年

も
８
月
に
後
輩
の
下
川
原
仁

君
、
坊
屋
敷
俊
二
君
と
と
も
に

50
歳
以
上
の
団
体
戦
を
組
ん
で

兵
庫
県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

今
後
の
球
友
会
の
活
動
は
年

２
回
の
行
事
と
と
も
に
、
現
役

生
に
用
具
な
ど
後
方
支
援
を
積

極
的
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

写
真
は
７
月
の
芋
田
拓
夫
さ
ん

の
還
暦
祝
い
の
時
の
も
の
で
す
。

（
新
20
回
・
岩
手
高
等
学
校
球

友
会
会
長
　
松
村
　
諭
）

■
柔
桜
会

平
成
20
年
10
月
31
日（
金
）
三

寿
司
総
本
店
に
於
い
て
、
午
後

六
時
よ
り
岩
手
高
校
定
年
退
職

な
さ
れ
た
佐
藤
正
俊
先
生
（
昭

和
37
年
卒
）
の
開
式
の
辞
に
よ

り
改
選
さ
れ
た
。
出
席
者
は
40

名
。初

代
会
長
は
物
故
な
さ
れ
た

赤
坂
俊
夫
（
昭
和
14
年
旧
中

卒
）、
二
代
目
会
長
（
昭
和
17

年
旧
中
卒
　
東
根
清
蔵
）、
副

会
長
大
志
田
武
（
昭
和
）
17
年

旧
中
卒
）、
副
会
長
赤
坂
祐
三

（
昭
和
18
年
旧
中
卒
）。

暫
定
的
で
は
あ
っ
た
が
、
体

調
不
良
と
老
齢
の
為
で
も
あ

り
、
迷
惑
を
か
け
る
と
の
ぜ
ひ

と
の
辞
意
に
よ
り
、
改
選
に
つ

い
て
満
場
一
致
承
認
さ
れ
る
。

改
選
方
法
に
は
煩
わ
し
い
こ

と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
佐

藤
正
俊
先
生
の
「
岩
手
中
・
高

の
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
て
稽
古

に
精
進
し
た
先
輩
・
後
輩
の
柔

道
マ
ン
な
の
で
ス
ム
ー
ス
に
選

任
と
の
含
み
の
あ
る
言
に
よ
っ

て
」
左
記
の
役
員
が
決
定
さ
れ

た
。新

会
長

佐
々
木
敦（
昭
和
30
年
高
卒
）

副
会
長

片
岡
　
充（
昭
和
31
年
高
卒
）

副
会
長
　

池
沢
義
顕（
昭
和
32
年
高
卒
）

事
務
局

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

Ｏ

Ｂ

通

信

本
製
鋼
所
横
浜
製
作
所
に
お
い

て
、
機
関
銃
の
部
品
作
り
に
昼

夜
を
分
か
た
ず
励
ん
だ
も
の
で

す
（
終
戦
ま
で
約
６
ヶ
月
）。

（
旧
17
回
　
戸
田
順
康
）

■
楢
山
直
樹
氏
「
経
営
を
よ
く

す
る
会
計
」
出
版

楢
山
直
樹
氏
が
、「
あ
な
た

の
元
気
が
日
本
の
元
気
！
」
に

引
き
続
き
、「
経
営
を
よ
く
す

る
会
計
」
を
出
版
さ
れ
た
。
会

計
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
る
。（
あ
さ
出
版
）

■
岩
高
甲
子
園
出
場
の
記
録

石
桜
同
窓
生
で
あ
り
、
フ
リ

ー
ラ
イ
タ
ー
の
久
慈
勝
浩
氏
の

記
事
が
、
盛
岡
タ
ウ
ン
誌
「
街

も
り
お
か
」
に
掲
載
さ
れ
た
。

街
も
り
お
か
二
〇
〇
八
年
八
月

号
「
い
わ
て
人
間
山
脈
（
25
）」

の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。

昭
和
30
年
の
夏
の
甲
子
園
出

場
の
記
録
を
詳
し
く
語
っ
て
い

る
。
先
輩
た
ち
の
活
躍
を
再
確

認
で
き
る
記
事
で
あ
る
。

石
川
喜
寛（
平
成
10
年
高
卒
）

事
務
局

松
田
圭
二

事
務
局
の
両
名

（
岩
手
高
校
柔
道
部
顧
問
）

新
役
員
決
定
後
、懇
親
会
に
、

久
し
振
り
の
会
合
に
談
論
風
発

賑
々
し
い
。
そ
れ
に
つ
け
て
も

企
画
立
案
、
開
式
の
辞
よ
り
役

員
改
選
懇
親
会
ま
で
滞
り
な
く

出
来
ま
し
た
事
を
佐
藤
正
俊
先

生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

猶
、
新
会
長
佐
々
木
敦
先
生

は
石
桜
同
窓
会
の
柔
道
部
と
し

て
の
理
事
に
就
任
と
な
り
ま
す
。

（
東
根
　
清
蔵
）

■
ブ
ラ
バ
ン
Ｏ
Ｂ
会

吹
奏
楽
部
は
昭
和
30
年
代
に

創
部
さ
れ
た
。
そ
の
後
創
部
か

ら
10
年
程
度
経
て
Ｏ
Ｂ
会
の
第

１
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
も
の

だ
。当

時
は
、
昭
和
30
年
代
卒
業

の
先
輩
方
が
Ｏ
Ｂ
会
執
行
部
の

舵
取
り
を
行
っ
て
い
た
。

会
費
は
約
三
、
〇
〇
〇
円
と

新
会
員
に
と
っ
て
は
ち
ょ
っ
と

困
難
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い

が
決
し
て
高
い
額
で
は
な
か
っ

た
と
思
う
。

そ
れ
で
も
総
会
や
そ
の
後
に

開
催
す
る
親
睦
会
な
ど
に
出
席

す
る
会
員
は
、同
数
か
少
な
く
、

会
計
が
会
費
な
ど
を
請
求
し
て

も
貰
い
ず
ら
い
状
況
で
あ
っ

た
。
そ
の
内
に
新
規
、
既
存
共

に
会
員
の
消
息
が
不
確
か
と
な

り
、
Ｏ
Ｂ
会
も
約
10
年
ほ
ど
続

い
た
総
会
も
無
し
崩
し
的
に
自

然
に
消
滅
し
た
よ
う
な
形
に
な

っ
た
。

そ
う
い
っ
た
中
、
新
26
回
生

や
現
役
生
を
中
心
に
、
広
く
Ｏ

Ｂ
同
士
や
現
役
生
、
顧
問
の
先

生
た
ち
と
の
交
流
の
場
が
必
要

だ
と
の
声
が
し
き
り
に
あ
り
、

こ
こ
に
新
生
Ｏ
Ｂ
会
の
設
立
の

必
要
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
今
年
の
４
月
29
日

（
日
）に
「
黄
金
の
魚
中
ノ
橋
店
」

を
皮
切
り
に
Ｏ
Ｂ
会
設
立
準
備

委
員
会
な
ど
月
々
数
次
に
亘
っ

て
役
員
会
な
ど
を
開
催
し
た
。

結
果
、
Ｓ
40
年
卒
業
の
中
村
建

夫
が
運
営
委
員
長
に
、
Ｓ
45
年

卒
業
の
工
藤
清
人
君
が
会
計

に
、
同
じ
く
Ｓ
40
年
卒
業
の
菊

地
浩
君
が
会
計
監
査
の
役
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
他
通
信
広
報
役
が
Ｓ
49
年
卒

業
の
沼
田
陽
一
君
、
総
務
役
に

Ｓ
52
年
卒
業
の
齋
藤
晋
君
、
幹

事
長
に
Ｓ
41
年
卒
業
の
土
村
嘉

彦
君
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
新

生
Ｏ
Ｂ
会
設
立
に
向
け
て
動
き

出
し
た
。
新
生
Ｏ
Ｂ
会
は
、
第

１
期
は
平
成
20
年
10
月
１
日
に

発
足
し
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
の
任
期
の
予
定
だ
が
、
来
年

４
月
11
日（
土
）に
新
総
会
が
開

催
さ
れ
る
。
そ
の
場
で
新
し
い

Ｏ
Ｂ
会
長
や
顧
問
な
ど
役
職
と

運
営
委
員
会
委
員
が
決
定
さ
れ

る
が
役
職
の
実
働
部
隊
と
し
て

人
選
は
代
わ
っ
て
も
運
営
委
員

会
は
組
織
と
し
て
は
残
る
こ
と

に
な
る
。

演
奏
会
の
出
来
栄
え
な
ど
コ

ン
ク
ー
ル
の
成
績
や
定
演
な
ど

何
度
聴
い
て
も
良
い
演
奏
を
し

て
い
る
。
中
・
高
校
合
わ
せ
て

も
少
な
い
メ
ン
バ
ー
で
こ
こ
ま

で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
後
押

し
を
し
て
く
れ
る
父
親
や
母
親

な
ど
父
兄
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

在
校
生
や
、
そ
し
て
顧
問
の
先

生
方
の
ご
努
力
が
あ
る
こ
と
を

決
し
て
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と

思
う
。

委
員
長
　
中
村
建
夫（
Ｓ
40
卒
）


